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令和 4年度 第 1回 男女平等推進市民会議 会議要録 

 

日 時：令和 4年 5月 23日（月）18:30～20:00 

会 場：7階 704会議室 

参加者：名取 はにわ会長・本田 純副会長・林 恭子委員・若林 弘子委員・岩崎 明子委員・

田島 学委員・山本 桂子委員・㓛刀 隆委員・小堀 高広委員 

事務局：市民部長、生活文化課長・男女共同参画係長・男女共同参画係員 

 

○議題 

（1）委嘱書及び任命書の交付、市長あいさつ、委員自己紹介 

（2）会長、副会長の選出 

（3）諮問書の交付 

（4）東久留米市第 3次男女平等推進プランの進捗状況評価について（令和 3年度事業） 

（5）（仮称）東久留米市第 4次男女平等推進プランについて 

（6）その他 

 

・議題（1）委嘱書及び任命書の交付、市長あいさつ、委員自己紹介 

 

 ～委嘱書及び任命書交付、委員自己紹介～ 

            

・議題（2）会長、副会長の選出 

 

 ～会長と副会長を互選により選出～ 

      会 長：名取 はにわ委員 

      副会長：本田 純委員 

 

・議題（3）諮問書の交付 

 

 ～市長より会長へ諮問書を交付～ 

 

・議題（4）東久留米市第 3次男女平等推進プランの進捗状況評価について（令和 3年度事

業） 

会  長：事務局より説明を。 

事 務 局：～資料 5「令和 4年度事業進捗状況評価作業の進め方について」、資料 6「令和

4年度東久留米市男女平等推進市民会議ワーキンググループ（案）」について説

明～ 

会  長：ＷＧについて、事務局案のとおりでよろしいか。 
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～了承～ 

・議題（5）（仮称）東久留米市第 4次男女平等推進プランについて 

会  長：事務局より説明を。 

事 務 局：～「東久留米市男女平等・共同参画に関するアンケート調査報告書」について

説明～ 

会  長：良い調査ができたのではないか。インターネットでも回答できるようにしたこ

とが若者の回答増加に繋がっているのか。 

事 務 局：そのように考えている。 

会  長：ＤＶの項目では、ＤＶを受けたことがあるかだけではなく、ＤＶをしたことが

あるかについても質問している。回答を見ると女性が加害者になっているケー

スもあるようだ。複数の暴力を受けている人もいれば、１つの暴力を受けてい

る人もいる。そのあたりがこの調査でわかるか。 

事 務 局：それぞれの項目ごとになっているので、分からない。 

会  長：その他に、ご質問やご意見はあるか。 

委  員：中央図書館で過去のアンケート調査の結果を見たが、職場で受けた暴力につい

て聞く項目があり大変参考になった。今回のアンケートでは、どこで暴力を受

けたのかについては聞いていなかったが、このようなことも聞けるとよいと思

う。 

会  長：ＤＶについて聞いているので、暴力を受けた場所は基本的に家庭となる。 

委  員：大声で怒鳴られるというのが東久留米市では多いように思った。今回のアンケ

ート調査も前回の調査も、女性だけでなく男性も怒鳴られる割合が高かった。

一方、過去のアンケート調査では、職場や学校で男性が怒鳴られることが多い

という結果であった。 

会  長：職場や学校での行為はハラスメントであって、ＤＶではない。 

委  員：女性だけでなく、男性も大変だということが分かった。 

会  長：言うまでもないことだが、男性が職場で怒鳴られたからといって、家庭で妻に

怒鳴ったり暴力を振るったりすることが許されることにはならない。 

委  員：今回、回答の性別欄に「その他」を加えたが、2 人が「その他」と答えており、

「無回答」も 4人いた。「無回答」と回答した方がどのような理由で選択したの

か分からないが、性的マイノリティの方の中には答えたくないという方もいる

ようだ。人数は少ないが確かにいることが分かった。 

委  員：「その他」や「無回答」と回答した方が少ないように感じる。データによると人

口の数パーセントはいるという結果が出ていると思うが。 

会  長：そもそも全体の回答率が低いということもある。性的マイノリティの方の数と

いうのも確定しておらず曖昧なところがある。 

委  員：「その他」という選択肢がカテゴリー的にどうなのかという気持ちもある。 

会  長：たしかに「その他」とされることが嫌な人もいる。そういう方は「無回答」に



3 

 

なるのかもしれない。 

委  員：アンケート調査報告書の変化の傾向を掴み、次期プランを組み立てていくとい

うことでよいか。 

会  長：例えば、子どもが産まれても働き続けたい方が増えているが、そういう変化は

市の支援策にも影響を与える。市民調査というのは行政の政策のベースになる

ものである。 

会  長：次にプラン策定に関して、事務局より説明を。 

事 務 局： ～資料 7「（仮称）東久留米市第 4 次東久留米市男女平等推進プラン策定に

係るスケジュール」、資料 8「（仮称）東久留米市第 4次東久留米市男女平等

推進プランの概要及び策定方針について（案）」について説明～ 

会  長：ご質問やご意見はあるか。質問等無ければこれで終了とする。 

 

〇次回会議（ワーキンググループ） 

 後日日程調整 


